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発刊にあたって

ノ、プルがはじ（ナて、 IfI::)|jの必手市場は沈 ドしつつある とし、し、ます。 しかし、必

千巾場には変わりありません。それにり1き換え、 I塙古名のilI・:lllは、労働省の発』＜

ても、 3年間横這し、状態だとし、われてし、ます。

労働省は 「1分り古者のIfI’:)Ilの促辿内に関する法律」に），じづし、て、 11}年6} l l l l現

{Lの1塙‘古行（粘刊翡弱打を含む） のifI゚：川率を発よぐしてし、ます。これによりますと、

1991年 6JI l 11現在の一般民Ilij介業に1fi:)|jされてし、るI堺礼名は214.814人で、 前年

に比べ］1,180人の坪1')JIlて、 これまての蔽高，，じ鉢だそうてす。 しかし、 一般の常用

労働者も増加して し、るため、＇火 hf)lj率は法定）il':lIl率］．6%を 1'1111る1.32%にとどま

ってし、ます。

ガ、防'11；行の 中 て‘•も爪度てある視此I塙‘古者の府） l·J環様は、さらに厳 しし 、状況

にあるとし、わざるをえません。適職だと戦前からi＊・われてきました視此1塙害者の

錬 ．灸 ・マッサ＿、ジも、他常竹の辿,'I',により、 この秤の業界て｀の比率は 7対3て‘‘

健常名·が多数 を 占 めるようになり、視奨：Iり~. '.』名の'ti舌圏は竹かされてし、ると い わ

れております。

私たちは この現実を11t視し、 11:I辿のキャ ッチフレ ーズてある 「1邪害者の完全参

/JIIと平内」をバックに、視党I塙‘古名の職域拡大に向けて，戚心誠慈努力しておりま

す。

木，片は、その「証し」 として発行しました。木内を通して、視覚悼害者に対す

る職業観を深めて いただければ窄いて‘、す。そして、職業19|191：しておられる方には

はけましの，謬店を、働く ：、りびを求めて努力している人たちには理解の手を差 し延

べてし、ただければ、 これ以 I・.の卜悶びはありません。

視此I;i訊名の職域拡大につし、ては古 くからし、われてきてしヽる ことだけに、 し、か

に困難な こ とてあるかは、)j|―• に銘じております 。 だからと い って手を こ まね い て
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発I:1)にあたって

いては、若い視党陀害者の夢と希堕を膨らませることはてきませんし、福祉l:El‘家・

文化国家の 日本にと っても将米大損失だと 思いま す。

職域拡大については、多種多様な手だてが必要なのだと思います。たとえば、

視睾叙害者自身の気迫と努力、 II祁；生活訓練と個々の能力と個性に兄合った職業

訓練、職業人として 自立す るための諸制度、 h汀廿主を含めた社会の理解の どれひ

とつが欠けても、問題解決の辿版に はつながらない と私は忍い ます。

本書は、その社会の理解を求めるための啓発内の一』））にな れば と邸 うものて‘す。

具体的には、本害に「実践記録」として紹介しました15人のひた111]きな生き様

と、それに対する企業の配胞に つ いて読みと っ ていただき 、 視党隙＇~I；名の屈用拡

大に少しても結び付けられればと期待しております。

そもそも、木会は1961年 7月に発足しました。「盲人にすべての大学が点字入試

の実施」、 「入学後の学習条件の整備」、「卒業後の就職相談」、「啓発活動のための

出版」を目的に、地道に歩んてまいりました。 そして1991年 7月、会発足30周年

を迎えることがてきました。

これを記念して、本会は本：；りを始め 「視党1祁害者と大学シリ ーズ」を昨年末ま

てに順次出版 しました。 参考ま て｀ に書••き添えますと、 「大学 1 "1 戸 削放40年の歩

み」、「学習条件整備を求めて」、「点字による国家公務且試験が実現するま て」て｀

す。

私は、視如祁害者屈用に対 して、国や自治体など の公的機関と民1.:}]企業 とては、

働きかけに大きな違いがあると思います。特に企業の場合、雁用主の理解もさる

こと ながら、大多数の社且の コンセンサスが必要だと思います。

私たちの二十余年近くの働きかけが功を奏し、 1991年から点字による国家公務

員試験が実施されるようになりました。 また、自治体ても僅かずつて‘`すが、点字

による試験が広がり つつあ ります。近い将米、 民間企業ても1建常者同様、点字に

よる試験の実施て採用が決定するよう頻っております。

最後になり ましたが、取材と撮影に快くご協力下さった15人の皆様と、その皆

様が勤務されている企業の関係者、取材と撮影を担当して下さっ た元NHKチー

フ・ディレクターの川野楠己さん、「助成制度」をまとめて下さった労働省の工藤
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発 r•II にあた って

さんと吉泉さん、 リストア ップ跨本料の編集にサセ‘‘ッションをして下さった日本

ライト ハウスの 日比野所長と宮家さん、国立職業 リハビリテーションセン ターの

石田さん、日本点字図評館の田中さん、東京失明者更生館の山口さん、それにレ

ィアウ トと 校正をお引き受け下さっ た菅原祥子さんに、誌上を通して深くお礼を

申し上げます。 また、本：：』を発行するにあたり 高頷の出版助成をして下さ った財

団法人 H本社会和1;祉弘済会に対し、 重ねて感謝 とお礼を申 し上げ、失礼いたしま

す。

1992年 2月29日

日本盲人輻祉研究会（文月全）常務理事

育学生梢報センター所長

高 橋 実
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民間企業に働く視覚障害者

取材・撮影川野楠己



新職業を求めて
＿ホール盤とともに20年

民間企業に勧 ＜悦党1布，1;：者

ナイルス部品株式会社

機械工 五十嵐忠昭さん

茨城県つくば市にあるナイルス部品株式会社筑波工場。邸速てドリルが回転す

る最新型のボール盤。その刃先が15センチぐらいの半円型の合金の板に触れたか

と思う間に貰通した穴をあける。 と、次の瞬間、 ドリルの刃は上にあがって止ま

る。 と同時に、合金の板は脇に滑り浴ちる。 そこて新たに合金の板をセットして、

スイッチボタンを押すと、再びドリルが回転して1.5センチの穴を穿つ。

これはオートマチック自動車の心臓部ともいうべきインヒビタースイッチの基

本部品に、シリンダー軸を受ける 穴をあける作業てある。 そのため穴の位骰や角

度はミクロ単位の誤差 も許されない、 穴の内而も鋭面仕上げといって滑らかてな

ければならない、非常に熟練度の高い技術が求められる工程てある。

五十嵐忠昭さん (52歳、 全盲 1級）は、この作業を11人のチームの中て訛より

も速く 1時間に300個も仕上げるベテランエ員てある。紺の際のついた淡いフ｀、）レー

の作業服、胸元には写真入りの名札をつけ作業帽をかぶっている。

五十嵐さんはボール盤の前に背筋を伸ばして立ち、後ろに岡かれた大きな箱か

ら部品を取り出してドリルの下に正確にセットし、スイッチを入れる。ビニール

の腕カバーをした指先は、 ドリルに注がれ潤滑油が飛んている。彼は20年間、こ

の種のボール盤作業に取り組んてきている 。

五十嵐さんは、昭和14年生まれ、新潟県出身。小学校 4年生の時に野球ボール

が目に 当り、網膜剥離て｀失明してしまった。新潟県立新潟盲学校を昭和37年に卒

業 し、はり師、あんま・マッサージ師の資格を取って自宅て開業 した。

しかし、 盲学校イコ ール理療教育て、理療業以外に職業がないという既成概念

に、彼は大きな疑問を持っていた。 事実、現在ても、理療業以外の職業を「新職

業」と 呼んて、その世界に生きることに多くの盲学生ば憧I般を持っている。だが
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祈職梨を、:}<:めて

ミク ロ単位の正確さが求められる

現尖は この理板業 しか生きるすべ

がなく、そこに落ち祈いてしまう

のが常てあ る。五十嵐さんは謳る。

「卒業 して、はり ・マッサージ

師に なっ ても、やは りこの仕―:lHこ

反発感を持って いました。他のI司

窓生たちも、し、やだ鎌L、だと 呂 lヽ

ながら理旅業て‘‘生きています。そ

れらを兄るにつけて、 このti・：事が

好きだ嫌lヽ だと lヽ う以前に、 こん

な気持ちて仕事を続けて し、たのて`‘

は、 この業界の進歩発展はな いと

思ったんてす。やはり好きな人が

一生懸命やって良い成果をあげて

し、かな し、と 、 どんどん健祁；者に追

い越されて しまいます。てすか ら

理板が妹いな私が、いつまて‘、 もや

って いては この業のためにならな い と判断したんてす。 そこて｀‘私は新職業への歩

を追し、求めたのて`、す」

昭和44介 9J l、大阪にある「1木ライ トハウスの職業訓練コ ースに改めて五十j拭

さんは人1i}jし た。歩行、炊事、 洸濯と Lヽ った生活訓練と、ボール熊 ・旋盤などの

枯礎的lー：作機械の，1)l|練を受けた。

昭和45年 9月30II、訓練終了 とともにその翌 日、ナイルス部品株式会社筑波工

場（こ人ti:した。

人社を,iiiに以の材・し、IIかから、 I―1本ライトハウスの教官に伴われて、 この筑波工

場て'‘ ←ヽ）匂叱JII紬を始めた。初めての」：地て‘‘一 人て・`1'.J杖を使 っての辿勤、エ揚内の建

物の位ii','ltl係、 1,1分が働く現場の機械の配硲や作業の手順、部品の流れなどなど、

学料しな(fればならなし、ことがたくさんあ った。 けれども 1111点lに岡 まれた筑波の

7 
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その年の10月 111、 はり ・マッサー ジ[:1|iから転1,,jし たIii・・嵐さんは機械I―ー とし

て祈たに 出発をした。3]淑になって L、た。
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新職業を求めて

「!'I分てや りたし、と思って始めた仕事だ。 自分の生iltが終わった時に、 この迅
を選んて・nかったと 1、1分 1・1身が納得出米るようになりたい。理椋はもう捨ててし
まっ たのだから、 一4懸 命努）Jしなければならな Lヽぞ‘ !」と 自分に言L、1Ulかせて
のスクート だった。

沃城！11!つく ば1―li。今「Iては、筑波大学を始め官庁の研究機関などが50余りも媒

まり、問かな 自然の中にモダン感党のビルが点在する 、人口13万人の新 しい学園

研究都1liにな ってし、 る。

その街の匝端にあるナイルス部品・筑波工場は11,000坪の敷地に7,000坪のエ楊

棟が建ち、 650人が働き 、i'I[i)J中部品のチェンジレバーや計器部品、スイッチなど

数多 くを製辿 している。

]i . -1 • i嵐し さんがJiJi屈する機械課第三係は、鋳造二次加工のグルーフ°て、 11 人て‘‘チ

ー ムを組んて'• いる 。 アルミ の鋳造から旋糀 ・ ボール熊などを使って二次加工をす

る丁．程を受け持ってLヽる 。

]1.-I嵐さんは入牡 して1iilもなく、八軸ボール盤て、自動車のプレーキランプの接

．I.’.（に なる ニッケル合金の部品に深い穴をあける作業を担当した こと があった。高

辿llil転する 8木の ドリ ルが、同時心部品にくい込んて‘、いって穴を掘る。 その途中

て 1本のド リルが折れた。急、し、て取り換え回転を始めると降の削IIのド リルが折れ

る。 これを取り換えるとまた折れて飛ぶ、 といった按配て‘̀ 、 8本の ドリ ルが次々

と折れてしまった。1’・filliの ドリ ルが無くなって しまし、、ついに作業を中断しなけ
ればな らなくな った。

ー／」．．十嵐さんは、「会社の材料を無駄にしてし まった、1分ても 1秒ても早く 仕上

げなければならな し、作業の流れを止めてしま った。会社に対して申し訳ない こと

をして しま った」という 照きと 恐ろしさ、さ らに自分には機械工と しての実力が

なし、のだ、 という絶望感に襲われた。係長に昴退を中し出た。 しかし係長を始め

7．．場幹部に慰められた瞬間、彼は声をあげてそ こに泣き 伏した。 この原因は、部

111111の合金の硬度とボール盤の作業能力に 1問題があり、五十嵐さん自身の技術には

何も 問題がない こと が、後て‘‘わかった。彼は この体験を、 一つの試練として踏み

越えてきた。
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Lu:l)企笈1こ動 く視党1閃叫；’竹

今日 ては、 5種類のボーJレ舟名を、 その Hの作業指示に合わせて使い分けるベテ

ランエ員となっ てい る。

平成 3年10月23日、 I涼害者と して職業的に 自立 し20・年勤続した ことに対して労

働大臣表彰を受け、その伝逹式が行なわれた。

五十嵐さんはその感激を300人の関係者の前て、「私はIIが見えませんから、 I: 

場内を自 由に歩き回るために、工場の駁音の中か ら、旋盤のff、フ レ゚ス熊のf'tと、

その方向を聞 き分けて、自分が今どの工場の脇にいてど の方向を1{,Jいている のか

ということ を判析して歩く訓練を しました」と 、その苦労の一端を語っている。

15年間ともに働いてきた倉持治久係長は、次のように語る。

「艮き同僚と して、また、艮き友達として、 一緒 にやってきま した。最初は五

十嵐さ んの障害に対してどのようにしたら良いか迷いました。 自然な形て｀接 して

いこうという 会社の指示もあ り、あまり 気を造わずにやってきました。仕事のの

み込みも早いし、記柁力がいいのて嘴f;いています。仕事が変わっ たII寺も手とり足

とり教える というわ けてなく 、ちょっ と説明するだけてすぐ理解 してやってくれ

ます。

指先の感党て 、`鋳造 した部品にバ リが残っている不良品を兄つけたり 、機械の

音て不良品を発見 したりして くれます。障害者だから といった1-1・えも、ひがみも

ない人てすから、私たちにとけ込んて｀やって います」

五十嵐さんは会社の世話て120坪の土地に建つ家を購入した。その家て` 一人て茅¥

している。休日は洗濯から 1週間分の食事の準備 まて しなければならない。カレ

ーラ イス、おてん、すき焼きは五十嵐さんの三大メ ニューてある。 ラジオをよく

聞 く、点字本も毎週点字図書館から送られてくるほどよく読んて｀、いる。ワ ーフ°ロ

を使って漢字まじりの文を書・―くのが次の目標てあ る。 そして定年まて｀この工場て．．

働くことを願っている。

五十嵐さんを最初の受け入れから現在まて兄守ってきた業務部部長 ・瀧澤勝さ

んは、

「工場内に は点字プロックを敷いたり彼のため に特別な安全設備をする といっ

たこと は、何一つあ りません。 そのため外部兄学者から不親り）だと指摘された こ
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祈戦応を求めて

とも随分ありました。それをする こと

が良し、カ・どうか;',1初考えました。あく

まても 191然な形て受(t入れて、 特別扱

いはしなし、とし、う結論てやってきま し

た。それだけ（こ＿孔l・i嵐（さんの負担は力＞

えって大きかったろうと思っています

し、怪我をさせたとか、｝，叶づらくなっ

て2年たったら辞めてしまったとかい

うことが起きたら、 IIt|illのもの笑し、（こ

なりますのて、私たちも気を配りなが

ら見守っ てきました。

最初この話が会社のトッフ か゚らあり

ました。そこて日本ライトハウスの訓

・’’ ―．＂ 

練コ ー スを見学に行きました、正il1, •ーし‘ 瀧澤業務部長は20年五十嵐さんを見守っている

って、 これは大変むずか しし、と坦、し、ましたね。短期1:i]だけな らばし、ざ知らす、採

用するからには最後まて勤めて欲しいと思、いますからね。 ところが訓練中の五十

嵐さんに会ったら、これならばと Lヽ うことて採IIlに踏み切ったわけて‘‘す。そこて‘‘

彼を受け入れる前に工場の幹部を集めて研究し、その態勢を整えました。そして

本人にも40「l|―:il工場て‘、実習 しても らって、お互いに問題点を出し合ったのて‘‘す。

まあその結果が今Hまて来られたわけて‘‘すが、その評価は大きいてすね。五十嵐

さんも無遅刻無欠勤て来ましたし、木人の努力もすばらしいものがあります」

平成 3年10月1H、会札は彼の20年勤続を表彰 した。同じ職場の同僚たちも表

彰状を入れる立派な額を1附って祝ってくれた。

「私が歩し、てきた20年。それは成 し得なかった ことの余り にも 多く、成し得た

ことのその少なさに自らを責め、自分の努力不足を悔ゃんてみては、また気を取

り前して再び望みを明 Rに託す、そんな n々 の柏み重ねてした。 会`社は授産所て‘‘

はなしヽ”とし、う恩師の言葉を11干に銘じて、新たな出発点に します」

と、五十嵐さんは社内報にお礼の言葉を曹いている。 （平成 3年12月13日）
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



●出版助成●財団法人1日本社会福祉弘済会

●出版助成●財団法人

祝・比阻害者と大学絞編実践記仕民間企業に働く祝党節害者

1992年3月31日発行

実股頒価 1,300円（送料260円）

取材・船影川野楠己

編集•発行 日本盲人福祉研究会

盲学生梢報センター図曹出版

〒166東京都杉並区成田束5丁目36番15号

電話 03-3220-1421 

郵便扱替口座東京6-16103

FAX 03-3220-1422 

コロニー印刷




